
３月２日(木）第９８７回  
     東京都上野倫理法人会 会長 

講師：長谷部 信道 氏 
テーマ：「倫理経営と共通価値（ＣＳＶ）の創造」 
  

倫
理
的
経
営
に
基
づ
き
企
業
が
追
求
す
る 

経
済
的
価
値
（
利
益
）
と
社
会
的
価
値
を
同 

時
に
実
現
す
る
。
全
て
は
日
本
創
生
の
た
め

に
・
・
。
北
海
道
出
身
で
現
在
五
十
四
歳
。 

十
八
歳
で
ゼ
ネ
コ
ン
入
社
。
二
十
六
年
間
勤

め
る
中
、
変
わ
り
ゆ
く
経
営
に
自
身
の
考
え 

が
合
わ
ず
、
四
十
三
歳
で
退
社
。
翌
年
、
起

業
。
当
初
は
上
手
く
い
く
も
四
十
六
歳
で
事

業
破
綻
。
離
婚
し
、
子
供
達
と
男
三
人
の
生

活
。
四
十
八
歳
で
上
京
し
再
び
起
業
。
翌
年 

大
阪
出
張
中
に
倫
理
と
出
会
い
入
会
。
成
す

べ
き
事
に
は
順
序
が
あ
る
。
倫
理
指
導
に
よ

り
過
去
の
捉
え
方
が
変
わ
る
。
今
は
元
妻
と 

再
婚
。
七
転
び
八
起
き
の
人
生
で
あ
る
。
再

び
経
営
不
振
で
帰
郷
の
考
え
を
話
し
た
時
、

妻
か
ら
の
言
葉
は
「
あ
な
た
は
人
様
の
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す

か
」
だ
っ
た
。
人
は
思
わ
れ
る
こ
と
で
厳
し

い
人
生
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
自
ら 

が
創
り
だ
し
、
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
。 
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 草加市の隠れ家「和食ダイニン
グＺＡＢＯＵ」さん（当会会員）にて 

３月の会員懇親会を行いました。 

新入会員さんをお迎えし、ゲーム
や、自己紹介で場が和み草加市
倫理法人会のアットホームな雰囲
気を感じて頂けた、懇親会となり 

                ました。         

 春とはいえ、まだ寒い中、100名近く
の会員さん、会員企業の社員さん、ご
家族の皆さんにご参加いただき、松並
木周辺のゴミや空き缶を拾う清掃活動
をしました。清掃後、お子さんにはご褒
美のお菓子をプレゼント。 次回も参          

                加してくれる 

                約束の指切
り               げんまん、 

                忘れないで 

                 ね！  

                             

３月９日(木）第９８８回  
    （一社）倫理研究所 首都圏方面 方面長 

講師：森本 宏 氏 
テーマ：「実践力」 

３月1６日(木）第９８９回  
     久喜・栗橋倫理法人会 会長 

講師：田中 重信 氏 
テーマ：「夫婦愛和は倫理実践から」 

３月2３日(木）第９９０回  
    東京都晴海倫理法人会 副会長 

講師：中野里 陽平 氏 
テーマ：「事業継続力～倫理の学びを通じて～」 

 

「人
は
人
に
よ
っ
て
教
わ
り
人
と
な
る
」
と
実

践
し
て
い
る
中
で
感
じ
る
。
新
潟
県
の
里
味
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
夫
婦
で
店
に
寝
泊
ま
り
し
て

始
め
た
鍋
焼
き
う
ど
ん
が
評
判
の
店
。
死
の
間

近
な
常
連
客
の
病
室
に
届
け
、
一
口
食
べ
て
亡

く
な
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
。
喜
ん
で
く
れ
る
お

客
様
の
存
在
が
支
え
。
十
日
町
の
レ
ー
ス
会
社

は
織
物
会
社
で
働
い
て
い
た
西
方
社
長
が
こ
れ

か
ら
は
レ
ー
ス
だ
と
ス
イ
ス
に
技
術
を
学
び
に

行
き
起
業
。
ワ
コ
ー
ル
の
レ
ー
ス
は
全
て
こ
の

会
社
の
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
寿
司
屋
さ

ん
は
食
事
に
来
て
く
れ
る
人
に
ゆ
っ
く
り
し
て

も
ら
い
た
い
と
、
シ
ー
ツ
と
枕
カ
バ
ー
を
持
参

す
れ
ば
無
料
で
泊
ま
れ
る
宿
舎
を
造
っ
た
。
ま

た
、
貧
し
く
、
弟
妹
を
学
校
へ
行
か
せ
た
い
、

母
親
を
喜
ば
せ
た
い
と
働
き
、
八
年
間
、
給
料

全
額
を
母
親
に
渡
し
た
鰻
屋
さ
ん
。
そ
の
間
、

義
理
人
情
、
交
際
を
一
切
で
き
な
か
っ
た
が
周

り
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
は
人
の

縁
を
大
切
に
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
。
自
分
も 

人
も
幸
せ
に
な
る
方
法
は
、
誰
か
の
た
め
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
行
動
し
、
身
近
な
人
を
大

切
に
す
る
事
、
商
売
も
家
庭
も
上
手
く
い
く
。 
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高
学
歴
会
社
の
中
で
中
卒
の
私
。
足
ら
な

い
と
こ
ろ
は
妻
に
埋
め
て
も
ら
い
、
助
け

て
も
ら
う
。
羽
振
り
の
良
か
っ
た
義
理
の

父
が
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
た
と
き
も
、

妻
、
そ
し
て
家
族
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
借
金
を
返
済
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五

十
八
年
頃
の
事
、
自
分
は
女
に
手
を
出
し
、

半
年
間
家
を
出
た
。
そ
ん
な
自
分
を
も
許

し
て
く
れ
た
妻
で
あ
る
。
「
夫
婦
愛
和
」

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
名
言
が
あ
る
。

男
は
「
好
き
だ
よ
」
と
う
そ
を
つ
く
、
女

は
「
嫌
い
よ
」
と
う
そ
を
つ
く
。
も
う
一

つ
、
「
愛
」
と
は
相
手
に
窮
屈
な
思
い
を

さ
せ
な
い
、
そ
し
て
、
居
心
地
を
良
く
し

て
あ
げ
る
こ
と
。
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
自
分
作
り
を
し
て
ゆ
き

た
い
。 
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３月３０日(木）第９９１回 １００名ＭＳ  
     埼玉県倫理法人会 副会長 

講師：岡田 明久 氏 
テーマ：「倫理にもとづいて（妻の思い出）」 

 

「
清
恵
、
あ
り
が
と
ね
」
昨
年
十
二
月
六 

日
の
お
別
れ
会
で
に
っ
こ
り
微
笑
ん
だ
奥 

様
の
遺
影
に
涙
な
が
ら
に
お
礼
を
伝
え
た 

岡
田
さ
ん
。
昨
年
十
月
に
緩
和
ケ
ア
で
吉

川
中
央
総
合
病
院
に
入
院
し
た
際
に
も
、

一
人
き
り
の
自
宅
で
二
度
と
戻
ら
な
い
奥 

様
を
想
っ
て
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
の

こ
と
。
昭
和
十
六
年
、
九
州
福
岡
県
築
上

町
本
庄
で
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
四
年
に
兄

を
頼
っ
て
上
京
。
ト
ラ
ッ
ク
一
台
か
ら
始

め
る
も
稼
ぎ
が
少
な
く
、
一
時
は
秋
田
県

八
郎
潟
入
植
の
試
験
を
受
け
た
こ
と
も
。

そ
の
後
心
機
一
転
、
草
加
市
金
明
町
で
岡

田
運
輸
を
設
立
。
上
手
く
行
っ
て
い
た
十 

年
目
に
十
五
名
の
社
員
が
退
社
、
独
立
。 

そ
の
倒
産
の
危
機
を
亡
き
奥
様
と
死
に
も

の
狂
い
で
働
き
乗
り
切
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
夫
婦
愛
和
が
全
て
の
源
。
改
め

て
岡
田
明
久
、
清
恵
ご
夫
妻
の
愛
の
絆
の

強
さ
、
そ
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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（会場） 
埼玉屋旅館 

（下地図） 

 

築
地
玉
寿
司
を
三
十
二
歳
で
引
き
継
ぐ
。 

五
百
人
の
社
員
を
か
か
え
年
商
の
一
、
四 

倍
の
借
金
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
年
上
の 

社
員
が
自
分
の
言
う
事
を
聞
く
は
ず
も
な 

く
、
大
変
苦
労
し
た
。
事
業
を
続
け
る
上 

で
三
つ
の
大
事
な
事
が
あ
る
。
①
経
営
理 

念
の
確
立
（
後
継
者
は
自
分
を
超
え
た
い 

思
い
が
必
要
）
そ
し
て
そ
れ
を
カ
タ
チ
に 

し
て
い
く
。
商
品
、
店
舗
空
間
（
場
所
に 

よ
っ
て
空
間
を
変
え
る
）
接
客
（
接
客
ト 

レ
ー
ニ
ン
グ
、
接
客
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施 

し
頑
張
る
場
を
つ
く
る
）
企
画
（
マ
イ
カ 

ウ
ン
タ
ー
体
験
は
外
国
人
が
自
分
で
握
れ 

大
変
人
気
）
②
歴
史
を
忘
れ
な
い
（
仕
事 

を
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く
思
い
を
引
き
継

ぐ
）
③
良
い
価
値
観
を
学
び
続
け
る
。
倫

理
の
学
び
（
苦
難
福
門
、
捨
我
得
全
）
人

を
育
て
る
の
は
大
変
だ
が
着
実
に
成
長
し
、 

働
く
社
員
が
選
ぶ
「
良
い
会
社
賞
」
を
頂

い
た
。
借
金
も
返
済
出
来
た
。
日
本
一
イ

キ
イ
キ
し
た
寿
司
屋
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
る
。 
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